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第1章 　序論（はじめに）
この論文を作成するにあたり、本当に多くの人々がこの研究に関わり、支えてくれました。この場を借りて全てのみなさんに感謝したいと思います。

　何か志をもった人たちが集まったときに発生する力はすごいもので、ある時は一攫千金の巨大ビジネスを立ち上げ、ある時は貧困から人々を救うボランティアのムーブメントを起こし、またあるときは世界中を熱狂させる音を奏でたり。この研究は、論文の研究目的
とはまた別に東洋大学生が学生生活を最大限に楽しむことができるよう、いろんな人たちが集まり、小さくてもそのようなすばらしい出会いがたくさん生まれる「場所」をつくりたいという想いからはじまりました。（改行）
　　（挿入）　
運営は困難を極めましたが、現在ではこの東洋大学の総合情報Webサイトを利用して「新しい考え方に出会った」、「新しい友人や、ネットワークができた」という声をちらほらと聞くようになり、これまで続けてきたことが無駄ではなかったのかと思えるようになりました。なにより、このWebサイトの運営にあたり私自身様々な学生とのネットワークを広げることは貴重な成果であったと思います。

　インターネットはそれを利用する全ての個人にパワーを与えるといいます。私のような普通の大学生がこのようなWebサイトを開設することができたのが微々たるものですが、その例の一つだと思います。ゼロと無限世界、これからもその可能性を楽しみに見守りたいと思います。

＃＃＃＃＃たとえば次のような具合に、各章でやることを簡単にリストアップすること＃＃＃＃

　この論文の目的は、上記大学Webサイトの運営を通じて得た経験、および他大学の情報サイトとの比較などをもとに、大学情報Webサイトの構築と運営の実際や、現代の学生にとって意味のある、あるべき姿を考察することである。

　まず第２章では、大学の過去と現在における、価値観の変化や社会的、技術的環境の変化について考察する。つぎに第３章では、○○について述べる。ここでは、××が、何々において非常に重要であることを指摘する。第４章では、□□について考察する。……。第６章は、まとめである。
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